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目撃～CPR開始までの1ヶ月後生存率及び社会復帰率（平成21年）
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消防庁 平成22年版 救急・救助の現況 

10分以内に 
心肺蘇生が開始 
(全体の43.7%のみ) 

11分以上は 
社会復帰率等が 
急激に低下 
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救急自動車の現場到着時間

消防庁 平成22年版 救急・救助の現況 

院外心肺停止患者の蘇生率向上の為には早期の心肺蘇生開始が重要であるが、一
方で救急自動車の現場到着時間は延伸している。 

背景 

救急隊以外の組織で、救急隊到着前に心肺蘇
生を行う＝ファーストレスポンダー体制 



•AED等を持っていく 
•実施する応急手当の質が高い 

消防機関からの出動指令 

≪ファーストレスポンダー（ＦＲ）≫ 
一般人等 

（消防機関から十分な訓練を受けている） 

『10分以内の心肺蘇生開始を90%以上』を達成する救急体制 

119番通報 

ファーストレスポンダー（ＦＲ）体制 
傷病者に対して、救急隊が到着する前に確実な応急手当や救急活動補助等を

行える者を派遣し、救急隊に引き継ぐまでの救急対応を行う体制 

コミュニティ 
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方法 

• 既存の電子通信機器や位置情報システムをFR用に改良 
• FR体制を配備するモデル地区において有効性を検討 
• FRが伝達情報によって、「出動指令～現場到着」の時間的差
異について調査 

• 地震等の災害時の通信方法についても検討 

目的 

迅速な出動の為には？ 

課題 

FRへ伝達する傷病者情報、及び数秒以
内に情報を伝達するシステムの開発 

•FRが迅速に現場へ到着するには何を伝えるべきか 
•FRが出動指令情報を得るには何を使うべきか 

わかっていない 

 

スマートフォン 

タブレット 

携帯電話 

模擬指令室 
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使用システム１ ナビッピドットコム（株）社製 
位置情報ASPサービス 「DP2」をカスタマイズ 

消防通信指令はモ
ニタ上で、FRのス

テータス（出動可
否）について随時
把握。目的地を入
力すると、目的地
から設定された半
径内に存在するFR
に対して、出動メー
ルを送信する。 



使用システム2 KDDI研究所社製 VistaFinder MX 

現場に到着したFR隊員が円

滑に救護活動を行う為に、現
場到着後リアルタイムの画像
伝送を行う。 



実証実験 

栃木県茂木町にFRモデル地区を設定 
過去の心肺停止事案を対象とし、実
際にFRへ模擬出動指令を送信時、現
場到着に係る時間を比較した。 

FR配置図 

結果 
救急隊が現着する時間より
も早く、FR隊が到着する事が
可能！ 
 



今後の課題 

あくまでも実証実験のため、実際の運用には様々な問題がある 
 
①費用の問題 
②更なる時間短縮（情報入力時間の短縮） 
 
③FR活動そのものの普及・啓蒙 
 

活動を続けながら、随時カスタマイズの予定 



最期に 

本研究開発に当たっては、 総務省消
防庁、ナビッピドットコム株式会社、KDDI
株式会社、株式会社KDDI研究所の関係

各位より多大なる助言・指導をいただい
ております。この場をかりて厚くお礼申し
上げます。 
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